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要旨　６８５名の大学生を対象に ，職業選択決定時の影響要因について調査を行 った ．質問紙は職業未決

定尺度と意一ｋ決定行為質問紙票を片１い ，最終分析対象者は８０．９％であ った 、職薬末決定尺度の因子分析では
，

「既決」「不明瞭」「不安」「探索」などの因子が抽出され，これらを従属変数として相関分析，重１□１帰分析を

行った ．その結呆，「既決」の者に ，高い「山己評価」 ，「杜会的関連性」重視，「運や縁故」が影響し ，「不

明瞭」の者には低い「白己評価」「白己欺目繭」「熟慮」 ，「探索」の者には「灯慮」「年齢」 ，「不安」の者には
，

低い「〔１己評価」と高い「ストレス」「知慮」「（非）選択」「運や縁故（のなさ）」が関与していることが明

らかになった
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【はじめに】

　意志決定という行為は白分が何をしたいのか明確にす

る必要と共に ，たくさんの種類の中から選択するという

決断，そして選択しなか ったものをあきらめ白分の選択

がＴＦしか ったと納得するという複雑な作業を伴う 、口々

なされる決定は，すぐに結論に到達できる事柄（例：昼

食を何にするか）と ，重要かつ結論への到達が困難なた

めに葛藤に満ちてストレスを惹起してくる 一事柄（例：転

職， 結婚）に別れるが，いずれも個人の人牛に何らかの

影響を及ぼすものとされている ．しかし現代の豊かさと

多様性は ，遺択した後に次々と新しい情報を供給し ，丁

に人れたものを急速に陳腐化させるため，白分の選択を

納得させ難くする
「．

　近年我が国では，将来の職茉について展望が持てず
，

何を志望するのかを［己決定しない，あるいは白己決定

できない職菜未決定の問題が注Ｈを集めている川１１＝

松尾ら
宮＝ は， 決定困難の理由として ，（１）優秀な能力を

持ち ，様々な選択肢が用意されているので決定を遅らせ

ている ，（２）職業内容，就職機会や必要な教育について

の情報が不足している ，一 （３）職業志望や目標，適切な職

環境のタイプについての不明確さが職業選択を騰踏させ

ている ，（４）長い間考えてきた職業的［標の経済的実現

性が不明確なため，計画を見直さなければならない状況

にある ，などを指摘している

　一方で，（１）「職業に興味がない」または「働くことを

嫌う」結果として，職業未決定の状態にある ポ， （２）職業

遺択に伴うリスクを負うことができない
珊」 （３）漠然と

した不安を持 っているが，恐れるものは何もないという

確信を持ちたがっているため職業選択ができない
１‘｛■

と

いった特徴も挙げられている

　本研究では職業選択（専門領域の選択）を通して ，決

定という行為が周囲のどのような要因にどの程度影響さ

れているかについて分析することを目的とする ．このよ

うな研究は個人が様々な決定に迷う時，客観的にその行

為を見直す機会を与え ，自分自身や他者をより理解し
，

よりよい決断に活かされると考えられる

【対象と方法】

（１）対象者

　対象者は，本調査のＨ的と方法を説明しｒ解を得られ

た長崎市内のＡ大学，Ｂ短期大学及びＣ短期大学の６８５

名である ．有効回答数は５９２名（全体の８６．４％）であ っ

た． 本研究では男女比が著しく ，男子学牛１５杉は除くこ

ととした ．また ，職業（専門領域）の決定についての過

去の研究は青年期を前提に行われている
］・ ！・一 １・ ７・＝川 ＝こと

を考慮して ，年齢２５歳以．トの２３名を除いた５５４名（全体

の８０．９％）を最終分析対象者とした

（２）使用尺度

　白己記入式の質問紙方法を用いた ．使用尺度は以 ’ドの

通りである
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¢職業未決定尺度

　この尺度は ’ド山
１臼■

が作成した職業選択の決定状況を

調べる３９設問から成る尺度である ．「あてはまる：３

点」一「あてはまらない：１点」の３件法で，得点が

高いほど，職業未決定の度合いが強くなるように作成

されている ．ただし今回の対象者全員には当てはまら

ない項］（例：大学４年牛の時～）などは 一一部修正し

て使用した ．下山
刊，

はこの尺度を大学牛男女に施行し
，

因子分析によっ て「未熟」「混乱」「猶予」「模索」「安

直」「決定」の５因子が抽出できたと報告している

一方看護学生を対象に用いた奥田 川は ，「情緒的混乱」

「問題回避」「積極的模索」の３因子を得ている ．因丁

分析によっ て職業未決定の状態 ・程度を知ることは
，

対象者の職業的同 」性の確立程度が分類 ・予測でき
岬ｉ

本研究においても ，同様の方法を用いることとした

　ＤＢＱ（Ｄｅｃｉｓｉｏｎ　Ｂｅｈａｖｉｏｒ　 Ｑｕｅｓｔｉｏｎｎａｉｒｅ：意志決

　定行為質問紙票）

　この質問票はＲａｄｆｏｒｄら
１５「

が作成した ，意志決定の

際に感じる感情や重要視する事柄などを問う尺度であ
り， 以下の４項に分かれている

Ａ項：意志決定者としての「白己評価」を問う項目で
，

　　　６設問から構成されている ．「全くあてはまら

　　　ない：Ｏ点」～「よくあてはまる：３点」の４

　　　件法で評点する ．得点が高いほど，白己評価が

　　　高いと判断される

Ｂ項：意志決定の際の「ストレス」を問う項目で ，１０

　　　設問から構成されている ．「全くない：Ｏ点」

　　　一「常にある：３点」の４件法で評点する ．得

　　　点が高いほどストレスが強いと判断される

Ｃ項：意志決定をドすに当たっ て重視する判断材料に

　　　ついて問う項目で，「全く大切でない：０ 一点」

　　　 一「とても人切だ：６点」の７件法から成る２４

　　　設問から構成されている ．下位尺度として ．意

　　　志決定の際に集団の役割や伝統，先人の業績な

　　　どを重視する「社会的関連性」型（例；白分の

　　　決定が他の人に受け入れられるか否か、白分が

　　　属している山体の目的に沿 っ・ているか否か）と
，

　　　個人の活動や行為を重視する「熟慮」型（例；

　　　いろいろな可能性についての事実や情報を集め

　　　ることが必要か介か．白己の口的や価値観を明

　　　確にしておくか否か）とに分類される ．各下位

　　　尺度得点が高いほどそれぞれの傾向が強いと判

　　　断される

Ｄ項：意志決定に生じる反１一しのパターンについて問う

　　　項目で ，２４問から構成されている ．「全くあて

　　　はまらない１Ｏ点」一「よくあてはまる：３点」

　　　の４件法で評点する ．’ ド位尺度として ，意志決

　　　定を積極的に改めることがなく ，これまで通り

　　　の行動に店１執し ，最初に思いついた選択肢にと

　　　びつきやすい「白己欺脇」型（例；意志決定を

　　　迫られると ，どうでもよいという気持ちになっ

　　　てしまう） ，意志決定を先延ばしにしたり ，誰

　　　かに責任を転嫁したり ，合理化したりする「回

　　　避」型（例；意志決定を避ける ，または引き延

　　　ばす） ，適切な検討のための時問がないと思い

　　　込み，他の可能性を考えられずに慌てて誤 った

　　　考えで決断する「短慮」型（例；意志決定を迫

　　　られてうろたえると ，その時の思いつきに飛び

　　　ついてしまう） ，いくつかの可能性を考慮した

　　　末に選ぶ「選択」型（例；選択をする前によく

　　　注意を批、う）とに分類される ．各下位尺度得点

　　　が高いほど，それぞれの傾向が強い

　フエイスシート

　学年や性別などの個人的な属性に加え ，過去の様々

な調査において，職業の決定の際，運や縁故は偶発的

要因として影響が重視されている 臼川１コ ことを考慮し
，

職業（専門領域）決定時の「運や縁故」の有無を問う

項目を設けた

（３）統計処理の手順

　職業未決定尺度についてバリマックス回転による凶子

分析を行 った ．「ｎ分の職業言１・画は ，着実に進んでいる

と思う」「白分のやりたい職業は決まっており ，今は
，

それを実現していく段階である」「白分の職業決定には

白信を持 っている」「白分なりに考えた結果，最終的に

ひとつの職業を選んだ」の４項目は職業の既決を示す項

目であり職業未決定の状態を表す他の項目とは内容的に

も一線を画している
’’ 一’目 「．

この項目を含めた過去の因子

分析をみると ，既決４項］が強い影響力をもち ，ユ因子

性のやや強い因 ’ｒ構造となるため ，あらかじめ分析から

省くという方法がとられている
／臼」

本研究においてもこ

の４項口を除いた３５項Ｈについての因子分析を実施した

得られた因子は ，職業決定における ，現在の意志決定の

状態を表す下位尺度と捉えることができる ．因子ごとに

砒係数による信頼性係数を求め．信頼性の高さをポす基

準値，皿＝Ｏ．７０を満たすものを下位尺度として採用する

こととし ，それぞれについてＤＢＱから求めた９要因と

「運や縁故」「年齢」要因を加え相関分析を行 った ．有意

な関係がみられたものについては，更に重回帰分析（強

制投入法）を行 った

【結　　果】

（１）職業未決定尺度の因子分析結果

　職業未決定尺度の因子分析結果は表１に示した ．第Ｉ

因・’戸は「白分の知 っている職業の中で，やりたいと思う

職業がみつからない」「白分の将来の職業については
，

何を基準に考えたらよいのかわからない」などの６項日

の負荷が大きい為，この囚子は先の見通しが混沌として

おり職業が選択できない状態と考えられ，「不明瞭」囚

子と命名した ．第Ｈ囚丁は「職業を最終的に決定するの
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表１ 職業未決定尺度の囚ゴ分析紳果

因子名 因子項目 皿係数 第Ｉ因子第皿因子第皿因子第皿因子第Ｖ因子第Ｖ咽子第ｍ因子昂皿因子

１７自分の知っている職業の中で．やりたいと思う職業がみつからない
、

Ｏ， ０５１ 一〇 ．０９６ Ｏ． ０５４ Ｏ． ２０９ Ｏ． １９フ Ｏ． ２４８ 一〇 一０６９ Ｏ． １１呂

Ｉ ２自分の将来の職業１二ついては 、何を基準に考えたらよいのかわからない 。

Ｏ． ５フ５ Ｏ． １４６ Ｏ． １呂６ Ｏ． ０２０ Ｏ． １６３ ｏ． ０６３ 一〇 ．０１２ Ｏ， ０１９

不 ３４自分が職業としてどのようなことをやりたいのかわからない 。

ｏ． ８２ Ｏ． ５川 ｏ． ０５２ Ｏ． １７０ Ｏ． １呂８ Ｏ． ２呂Ｏ Ｏ． １３０ Ｏ． ２１７ Ｏ， １３１

明 １１将来自分が働いている姿が思い浮かぱない 。

Ｏ． ５－１ ｏ， ２２７ Ｏ． １５７ Ｏ． ２２１ Ｏ． ０２０ Ｏ． １０５ Ｏ． １９０ 一〇 ．１０７

瞭 ９自分がどのような職葉に適しているのかわからない 。

Ｏ． ５４２ ｏ． ２４９ ｏ． ０９４ 一〇 ．０４２ Ｏ． １０８ ｏ． ０７呂 Ｏ． ２６４ Ｏ． １３９

２９今の状態では目分の一生の仕事などみつかりそう毛ない 。

Ｏ． ４１３ Ｏ． １１７ ｏ． ２５１ Ｏ． ２２２ Ｏ． ４２６ Ｏ． １７２ Ｏ． ２４５ 一〇 、０３９

１３ 職業を最終的１：決走するのはまだ先のことであり 、今はいろいろな二とを経験してみる時期だ
と思う

。

Ｏ． ３１６ Ｏ． ６３３ 一〇 ．１５６ Ｏ． １２４ Ｏ． １０５ ｏ． ０６８ Ｏ． ０５０ 一〇 ．１０５

ｌＩ ３２これだと恩う職業がみつかるまでじっくり探していくつ毛りだ
。

Ｏ， １３９ ｏ． ６２９ ｏ． ０４７ ｏ．ｏ刀 Ｏ． １４１ Ｏ． １０６ 一〇 ．２４１ Ｏ． ０６７

擦 １９職業１： 関する情報がまだ充分１＝ないので、情報を集めてから決定したい 。

Ｏ． ６９ ｏ． ３４７ Ｏ． ６１４ Ｏ． １呂２ Ｏ． ０１５ Ｏ． １２３ ｏ． ０２７ Ｏ． ０２５ Ｏ． ０７３

素 ３７職業は決まっていないが、今の関心を深めていけば職業につながって＜ると思う
。

一〇 ．０９呂 Ｏ． ６０４ Ｏ． １３１ ｏ．ｏ柵 一〇 ．０２呂 一〇 ．０４６ Ｏ． ０５３ Ｏ． ２０５

６将来 、やってみたい職業がいくつかあり 、それらについていろいろ考えている
。

一〇 ．１４４ ｏ， ５６フ ｏ． ０６７ 一〇 ．０５４ Ｏ． ４５１ 一〇 ．０１４ Ｏ． ０６２ 一〇 ．０９０

１０職業決定と言われても、まだ先のことのようでピンと二ない 、

Ｏ． ５１０ Ｏ． ４３８ ｏ． ０３０ Ｏ． １８３ 一〇 ．ｏ珊 Ｏ． １７０ Ｏ． ２０５ 一〇 ．Ｏ昌１

１２職業決定の二とを考えると、とて毛焦りを感じる
。

Ｏ． ０４０ Ｏ． ０５Ｂ Ｏ． ８０３ 一〇 ．１０６ Ｏ， ０１２ ｏ． ０９３ 一〇 ．０４７ 一〇．ｏ朋

２５将来の職業のことを考えると気が滅入ってくる
由

Ｏ． ２島７ 一〇 ．０５９ ０． ６３２ Ｏ， ２８５ Ｏ． ０１呂 ｏ． ０３２ Ｏ． １１７ Ｏ， １１３

皿 ５望む職業につけないのではと不安１＝なる
。

Ｏ． ７０ Ｏ． ２６２ Ｏ． ３４１ ０． ５２０ 一〇 、０５４ Ｏ． ０３７ Ｏ． ０３６ 一〇 ．１０７ 一〇 ．０４宮

不 １筥二れまで自分自身で決定するという経験が少なく、職業決定の二とを考えると不安１：なる
自

〇一 ３４３ ｏ． ０４Ｂ Ｏ． ４６３ Ｏ， Ｏ０６ ｏ． ０８２ Ｏ． １３４ ｏ． ３０９ Ｏ， １２４

安
３１ 私は 、あらゆる毛の１＝なれるような気持ち１＝なる時と、何にもなれないのではないかという気持

ちになる時がある 。

一〇 ．０３６ Ｏ． １４９ Ｏ． ４呂５ Ｏ． １５５ Ｏ， ３６呂 Ｏ． １１１ Ｏ． １０７ Ｏ． ０７２

２４職業につけたとして毛 、うまくやっていく自信がない
。

Ｏ． ４５０ Ｏ． ０５６ Ｏ． ３伍Ｏ Ｏ， １９４ Ｏ． ０１１ 一〇 ．１６２ Ｏ． ２５６ Ｏ． ０６０

３６できる二となら 、職業など時たず、いつまで毛好きなことをしていたい 、

一〇 ．０９６ 一〇 ．０２１ Ｏ． ０８０ Ｏ． ６冊 Ｏ，Ｏ刀 ｏ． ｏ引 Ｏ． ２２９ ｏ． １３９

醐 ４できる二となら職業決定は 、先１二延ぱし続けておきたい
。

Ｏ． ２５４ ｏ． ０９７ Ｏ． １２７ Ｏ． ５９９ Ｏ． ０９１ 一〇 ．０８３ Ｏ． ０２４ 一〇 、Ｏフ４

先

延
３５職業の＝とは 、最終学年になってから考えるつ毛りだ

。

ｏ． ６７ Ｏ． １０９ 〇一 ２１５ 一〇 、０１４ Ｏ． ５呂３ 一〇 ．１３９ 一〇 ．０３０ Ｏ． １９２ Ｏ， ２６０

ぱ ３せっかく大学（短夫〕に入ったのだから 、今は職業の＝とは考えたくない
。

Ｏ． ３９３ ｏ． ０６４ ｏ． ０５２ Ｏ． ５〃 ｏ．ｏ珊 Ｏ． １７２ 一〇 ．１６９ 一〇 ．Ｏフ昌

し ２７自分にとって職業１＝つくことは 、それほど童要な二とではない 。

Ｏ． １１２ 一〇 ．０３６ 一〇 ．１蝸 Ｏ，４囲８ Ｏ． ３６４ ｏ． ３０８ 一〇 ．１０２ 一〇 ．１６９

３０将来の職業１＝ついては 、考える意欲が全くわかない
。

〇一 ３６０ 一〇 ．ｏ呂２ Ｏ． ０９呂 Ｏ． ４２２ ｏ， ２０２ Ｏ． ２６０ Ｏ． ２２７ 一〇 ．０３呂

Ｖ ２３私は 、いつ毛自分で実現できないような職業ぱかリ考えている 。

Ｏ． １８４ Ｏ， １０４ Ｏ． ０３８ ｏ． ■９ Ｏ， ６フ１ 一〇 ．０４０ Ｏ． ０７０ Ｏ． １０６

拡 １０自分の職業１：ついては、いろいろと吝十画をたてるが、一貫性がなく 、次々１：変化してい＜
。

ｏ． ６７ Ｏ． ２呂７ Ｏ． １フ１ Ｏ． ０４０ ｏ． ０３０ Ｏ． ６１２ Ｏ． ２５５ ｏ． ０９３ Ｏ． ０５０

散 ２０将来の職業１＝ついてはいくつかの職種に絞られてきたが、最終的にひとつに決められない 。

Ｏ． １４９ Ｏ． ５００ ｏ． ２０６ 一〇 、０２６ Ｏ． ４０４ 一〇 ．０１４ Ｏ． ０６０ ｏ」 ０２９

ＶＩ ７生活が安定するなら 、職業の種類はどのような毛ので毛よい
。 ｏ． ６６

Ｏ． １５呂 ｏ． ０３フ 一〇 、０１一 Ｏ， ０４９ Ｏ． １１１ Ｏ． フ８１ Ｏ． １４１ Ｏ． １５９

安直 １４自分を採用してくれる所なら 、どのような職業で毛よいと思っている
。

Ｏ． １６８ ｏ． ０８７ ｏ． ２２０ Ｏ． Ｏフ９ Ｏ， ０１２ Ｏ， ７５４ ｏ． ０９１ ｏ． ０４７

ｗ ３３できることなら誰か他の人１＝自分の職業を決めて毛らいたい 由

ｏ． ｏ呂８ 一〇 ．０６５ Ｏ． ２６昌 ｏ， ２４４ ｏ． Ｍ昌 Ｏ． １６６ Ｏ， ６３６ Ｏ． ０４１

逃 ３９自分の将来の職業について真剣に考えた二とがない 。

ｏ． ５呂 Ｏ． ３４０ 一〇 ．０１１ 一〇 ．１３７ Ｏ． ０５１ Ｏ． Ｏ昌９ Ｏ． １５０ Ｏ． ６１０ 一〇 ．０６９

避 ２目自分一人で職業を決める自信がない 。

Ｏ． ３１４ Ｏ． ０５５ ｏ， ３９４ Ｏ， １４５ ｏ．２柵 一〇 ．０７３ Ｏ． ４０６ Ｏ． １３７

唖 ２０できるだけ有名なところ１＝就職したいと思っている
。 ｏ． ４２

０． １１７ 一〇 ．０３５ 一〇 、０１３ 一〇 、０４３ ｏ． １４３ Ｏ， ０２１ 一〇 ．１６０ Ｏ． ７８４

世間体 ３呂呂歴や山ツテ を利用してよい職業につきたい 。

一〇 ．０７１ Ｏ． １２６ Ｏ． ０７１ Ｏ． １〃 一〇 、０１４ Ｏ． １７４ Ｏ． １８４ ｏ． 冊４

眺
１自分の職業計画は 、着実１二進んでいると思う

。

既
８自分のやりたい職業は決まっており 、今は、それを実現していく段階である

。

ｏ． ７６

決 １５自分の職業決定には自信を持っている
。

２１自分なり１＝考えた結果 、最終的１二ひとつの職業を選んだ
口

はまだ一先のことであり ，今はいろいろなことを経験して

み舳 宇期だと 一思う」「これだと 一忠、う職業がみつかるまで

じっくり探していくつもりだ」などの６項１１の負荷が’人

きいことから ，情徹や経験を積むことで職業の決定を進

めようとする状態であるとみられ ，「探索」１一刈子と命宇Ｉ

した ．以下川様の千糸売きによっ て， 第ｍ因 ｒ一

は職業決定

への心配や焦りを ・炎していると考えられるため ，「不安」

閑」’・と命争１し ，第Ｗ１刈 ’ｒは職業選択の決定の見送りを１刈

り， 現１１寺 一“

、（では考えることを避けようとしていると ■考え

られるため「 ・先 ’延ばし」囚 ｒ・

と命名した ．第Ｖ因 一千は職

一茱選択に関して実理竹と 一一 貰竹の乏しさをあらわしてい

るとみられたため ，「拡散」囚 ’ゴ・と命名した ．第Ｗ［大１ ゴ・

は「安［‘］１」１大１ ・ｒ ，第Ｖ皿囚 ’ｒ・は「逃避」因 ｒ， 第ｍ刈了一は

「’
廿川１体」１人１一千と命宇１した ．また囚ｒ・分析の際に除いた

４州１は第ｍ刈 ’ｒ「雌決」として扱うこととした

　　口係数による信頼侍、イ系委女は令イ本がＯ ．８４ ，　「不閉瞭」　は

Ｏ． ８２ ，　「芋窄劣一　はＯ ．６９ ，　「小安＝．」はＯ ．７０ ，　「先延は’し」　は

Ｏ． ６７，「拡散」はＯ ．６７ ，「安巾１」はＯ ．６６ ，「逃避」はＯ ．５８

，

「廿閉１体」はＯ ．４２ ，「既決」はＯ．７６となっていた ．本研究

では ，皿イ系数がＯ ．７０以 ．Ｌであ った「不閉瞭．」「不安」「既

決」０）３１刈 ｒ・

を職業決定の状態をホす尺度として採刷す

ることにした ．’更にわずかながら ぴ係数がＯ．７０に満たな

かった「探索」１刈 ’ｒについては ，職一薬が一末決定ながらも
，

決定にむけて値極的に模索する状態であり ，「不１月瞭」

と「既決」の［一…問にある承．要な囚」’・と ’考えられたため採

川を決定した

（２）柚関分析の結 ・果

　職業決定状態について ，」１ ’Ｌ；平仙１ ，ストレスを始めと

する諸要１大１との杣関分析を実施し ，結果を表２にホした

職業の「不明瞭」には「Ｈ」評仙ｉ（ｒ＝一〇 ．４９６ ，ｐ＜
０． ０１）」「熟慮（ｒ＝一〇 ．１３０ ，Ｐ＜Ｏ ．０１）」 ，ｒ避択（ｒ＝

一〇 ．２６８ ，Ｐ＜Ｏ ．０１）」 ，「年齢（ｒ＝一〇 ．１４５ ，Ｐ＜Ｏ ．０１）」

，

「連や縁故（ｒ＝一〇 ．１５１ ，ｐ＜Ｏ．０１）」に有意な負の杣

１異１がみられ ，「ストレス 　（ｒ＝Ｏ ．３７０ ，ｐ＜Ｏ．０１）」や

ｒ山Ｌ欺楠（ｒ＝Ｏ ．２８５ ，Ｐ＜Ｏ ．０１）」 ，□亘１避（ｒ＝Ｏ ．４０４
，

ｐ＜Ｏ ．０１〕」 ，「知慮（ｒ＝Ｏ ．４１１ ，ｐ＜Ｏ．０１）」と有意な杣

閑がみられた ．「探索」「不安」「既決」についても同様

にイ 』’ 意な杣基ｊが多く見られた

表２ ．職業木決定状態と意志決定に関わる

　　　　諸要１刈との柵閑係数

　　　　　　　　　　　　　　　不明
自己評価　　　　　　　　　　　 一」 ４９６柚

ストレス　　　　　　　　　　　　　」３７０坤

社会的関連性　　　　　　　　　 一．
Ｏ１３

熟慮　　　　　　　　　　　　　 一．

１３０柚

自己欺瞬　　　　　　　　　　　　 ．２８５

回避　　　　　　　　　　　　　　 一４０４

去豆慮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．４１１榊

選択　　　　　　　　　　　　　 一．
２６８榊

年齢　　　　　　　　　　　　　　 一．
１４５

運・ 縁故　　　　　　　　　　　　＿ 帖１柚

探索
一．１９８＃

．１５３帥

．０２０

，０２５

」０２６

－１３７

，２３１

一．
ｏ２３

一．
１５１榊

一．
１０３申

不安
一． ４５３軸

．４４５帥

．ｏ日２

一．
０６７

，２１０

，３８３柚

．４５７帥

一．
２－２柚

一」
０３０

一． １５７帥

既決
．３６２榊

一．２”榊
．０９９ヰ

．０３６

一．
１３２

一、
２４２

一．
２９０

．１９フ榊

．１３１＃

．１呂呂榊

ｐくＯ ．Ｏヨ　　　ｐ＜Ｏ ．０１

（３） ．桓：１口」帰分析’の結 ・果

　榊１異ｊ分析において有意な関係がみられた 一要因について
，

「小■月瞭」「探索」「■不安」「既決」を従属変数とする刷□１

一１０５一
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表３ ．重回帰分析（従属変数：不明瞭） 表５ ．重回帰分析（従属変数：不安）

自己評価
ストレス

熟慮

自己欺臓
回避

短慮
選択
年齢
運・ 縁散（運あり＝１〕

一〇 ．２９９

０， ０５９

－Ｏ ．０７８

０．０９２

０．０７７

０， ０８４

－ｏ ．０３７

－Ｏ ．０８５

－Ｏ ．０７４

一５ ．５５０

１， ２０８

－２ ．１０９

２． ０２８

１． ３６４

１， ４呂６

－Ｏ ．８５５

－２ ，３４１

－２ ．０２２

〇一 〇〇〇軸

Ｏ．２２７

０，０３５ヰ

Ｏ． ０４３ヰ

Ｏ． １ワ３

０． １３日

Ｏ． ３９３

０，０２０
ヰ

Ｏ， ０４小

童相関係数（Ｒ〕　　　　Ｏ ．５５３

決定係数（Ｒ２）　　　　 Ｏ． ２９４

自己評価
ストレス

自己欺肺
回避

短慮

選択
運・ 縁故（運あり＝１）

重相関係数（Ｒ）

決定係数（Ｒ呈〕

　　　ｔ　　　　 ．、礎
一〇 ．１５５　　　　　－２．８７３　　　　　　０ ．Ｏ０４｝ｔ

Ｏ． １７８　　　　　　３ ．６０１　　　　　　０ ．ＯＯＯ＃ヰ

Ｏ．Ｏ０１　　　　　　０．０１７　　　　　　０ ．９８７

０． ０４０　　　　　０．７１８　　　　　０ ．４フ３

０． ２０４　　　　　　３．５９１　　　　　０．ＯＯＯヰヰ

ーＯ ．Ｏ０１　　　　　－２．１３８　　　　　　０ ，０３３ヰ

ーＯ ，０７６　　　　　－２ ．０７９　　　　　　０ ，０３８ “

Ｏ． ５４３

０． ２舶

幸ｐくＯ．０５榊 くＯ ．Ｏ１

ｐくＯ ．０５　　　口くＯ ．０１

表６ ．重回帰分析（従属変数：既決）

表４ ．剰Ｐ１帰分析（従属変数：探索）

有意確率
自己評価
ストレス

回避
短慮
年齢
運一 縁故（運あり＝１）

重相関係数（Ｒ〕

決定係数（Ｒ２）

一〇 ．１０８　　　　　－１ ．９２８　　　　　０ ，０５４

－Ｏ ．０３３　　　　　－Ｏ．５９６　　　　　　０ ，５５２

－Ｏ ．０５１　　　　　－Ｏ．豊７５　　　　　　０ ．３８２

０． ２０６　　　　　　３．２３４　　　　　　０，Ｏ０１榊

一〇．１１嗜　　　　一２．７８６　　　　０ ．Ｏ０６＃

一〇 ．０６９　　　　　－１ ．６４７　　　　　　０ ．１００

自己評価　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ，２４６

ストレス　　　　　　　　　　　　　　　　ーＯ．０５４

社会的関連性　　　　　　　　　　　　　Ｏ ．１３０

自己欺嚇　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．０１４

回避　　　　　　　　　　　　　　　　一〇 ．Ｏ０３

圭豆Ｉ意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇一０９１

選択　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ．０３２

年齢　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ，０７４

運・ 縁故（運あり＝１〕　　　　　　　　　　　Ｏ ．１２１

Ｏ．２８５

０．Ｏ刀

ｔ

４， ２１５

－１ ．０２１

３， ３０４

－ｏ ．２ａ８

－Ｏ ．０５０

■、４７９

０． ５０２

１． ８８５

３． ０４６

意　率
Ｏ． ＯＯＯ榊

Ｏ． ３０島

Ｏ． ＯＯ１榊

ｏ． 刀４
０． ９５６

０． １４０

０．４窩９

０．０６０

０， ｏ０２柚

重相関係数（Ｒ）　　　Ｏ ．４３０

決定係数（Ｒ２）　　　 Ｏ． １７１

榊ｐくＯ ．Ｏ１

ｐくＯ ．０５　　　ｐくＯ ．０１

帰分析（」元配置法）を行った結果を表３－６に示した

表３に示すように，職業の「不明瞭」については，Ｒ＝
Ｏ． ５５３ ，Ｒ 呈＝Ｏ．２９４で有意であり（Ｆ（９ ，５４４）＝２６ ，６０２

，

ｐ＜Ｏ ．０１） ，「山Ｌ評価（戸＝一〇 ．２９９ ，ｐ＜０ ．Ｏｌ）」 ，「熟

慮（戸＝一〇 ．０７８ ，ｐ＜Ｏ ．０５）」 ，「自己欺聴（芦＝Ｏ ．０９２
，

ｐ＜Ｏ ．０５）」 ，「年齢（戸＝一〇 ．０８５ ，ｐ＜Ｏ ．０５）」 ，「運や縁

故（ １？・・一〇 ．０７４ ，ｐ＜Ｏ．０５）」が有意に影響を及ぼして

いた

　表４に示すように ，「探索」については ，Ｒ＝Ｏ ．２８５
，

ＲらＯ．０７１で有意であり（Ｆ（６ ，５４７）＝８ ，０６８ ，ｐ＜
Ｏ． ０１） ，「短慮（戸＝Ｏ ．２０６ ，ｐ＜Ｏ ．０１）」 ，「年齢（戸＝

一０ ，１１６ ，ｐ＜Ｏ．０１）」が有意に影響を及ぼしていた

　表５に示すように ，「不安」については ，Ｒ＝Ｏ ．５４３
，

Ｒ１ Ｏ． ２８６で有意であり（Ｆ（７ ，５４６）＝３２ ，６２２ ，ｐ＜
Ｏ． ０１） ，「自己評価（戸＝一〇 ．１５５ ，ｐ＜Ｏ ．０１）」 ，「ストレ

ス（戸＝Ｏ ．１７８ ，Ｐ＜Ｏ ．０１）」 ，「短慮（戸＝Ｏ ．２０４ ，Ｐ＜
Ｏ． ０１）」 ，「選択（戸＝一〇 ．０９１ ，ｐ＜Ｏ ．０５）」 ，「運や縁故

（戸＝一〇 ．０７６ ，ｐ＜Ｏ．０５）」が有意に影響を及ぼしてい

た．

　表６に示すように ，「既決」については ，Ｒ＝Ｏ ．４３０
，

Ｒ１ Ｏ． １７１で有意であり（Ｆ（９ ，５４４）＝１３ ，７１８ ，ｐ＜
Ｏ． Ｏｌ） ，「自己評価（戸＝Ｏ ．２４６ ，ｐ＜Ｏ ．Ｏｌ）」 ，「杜会的関

連性（戸＝Ｏ ．１３０ ，ｐ＜Ｏ ．０１）」 ，「運や縁故（ 一？＝Ｏ ．１２１
，

ｐ＜Ｏ．０１）」が有意に影響を及ぼしていた

【考　　察】

１． 職業（専門領域）の意志決定に影響を及ぼす要因

　本研究では意志決定に影響を及ぼす要因の検討を目的

に， 職業未決定尺度より既決４項〕から成る「既決」因

千と因子分析により抽出した「不明瞭」「探索」「不安」

の４因子についての検討を行 ってきた

　ここではまず，「既決」の検討を行い ，適応的な決定

方法を行う上で必要となる要因について考察したい

　本研究では ，職業 ・専門領域が「既決」の者は意志決

定における高い「自己評価」と「杜会的関連性」を重視

する傾向があり ，決定にあたり「運や縁故」が関与した

と感じていた

　本研究で扱う「白己評価」は白己の潜在的な意志決定

能力を問うものと考えられる ．近年の職業選択研究にお

いては ，ある事柄に対し白身の有能感を示す「自己効力

感」と選択行動との関連が盛んに検討されており別」

「白己効力感」は職業選択をどれだけうまくできるかを

測定する予期変数ともされている
肪ｉ 安達

１＝

が女二戸短大

生を対象に行 った調査では ，「白分の性格や興味を理解

する」「自分がどのような職業分野に向いているかを理

解する」という「自己適止に関する効力感」は「当分の

問は職業決定するのをさけたい」と考える「職業未決定」

を抑制する影響が確かめられた ．意志決定過程において

最も重要なのは ，それを行う決定者白身であるため
］引

，

白Ｌを有能な意志決定者であると判断する高い「自己評

価」は，決定時の前駆段階において特に重要な要因であ

ると考えられる

　「既決」に影響を及ぼしたもう一つの要因は「社会的

関連性」重視の傾向である ．人が行動を起こす際の動機

には ，個人的満足感を志向する個人的達成要求と ，他者

からの承認を志１凸」する杜会的達成要求の二側面が想定さ

れておザ，「杜会的関連性」は後者の要求により近い

と考えられる ．鈴木
１：引

が大学生の就労意識についての調

査を行 ったところ ，自分自身の個性を最大限に発揮でき

る「個人志向性」よりも ，他者や杜会の規範に適１，じして

いく ，「杜会志向性」が高い女性は ，能力に対する評価

よりも ，忠誠心 ・人柄に対する他者からの評価を求める

という結果を得た ．終身雇用や集団主義の日本的経営下

において ，人問関係は単なる職場環境のひとつではなく

一１０６一



職業選択における意志決定要因

職務満足感の喚起に強く関わり別
一１７「

周囲の人間との調

和を計ることは職場適応に人きく関わ ってくる
１」

意志

決定過杵において個人の動機 ・能ノ」 ・行動 ・責仔を入切

にするオーストラリア人の学生に比して ，日本人の学生

は集岬を大事にし ，調和を考えた．トで行動を行うという

報告もある
］＝，＝

　また「既決」は「運や縁故」との関与がみられた ．楠

見７！ が人学生を対象に行 った調査では，志望職への就職

には ，個人の能力や知識に加え ，スポーツ勝負時に見ら

れる運と同等のものが必要であると認知されており ，職

業選択領域における意志決定時は ，運も大切な要因の…

つであるといえた

２． 職業（専門領域〕の決定困難に影響を及ぼす要因

　職業や専門領域が未決定である者は「不明瞭」「探索」

「不安」の三つの状態に分かれ，それぞれに特有な意志

決定過程が存在することが明らかになった

　「不明瞭」には決定における低い「白己評価」や ，「白

己欺嚇」「熟慮」軽視の傾向が，「探索」には「短慮」が

関与する要閃であ った ．・・一方「不安」には ，低い「自己

評価」と高い「ストレス」 ，「短慮」 ，非「選択」型反応

が影響を及ぼしていた ．また「不明瞭」「不安」は「運

や縁故」がないと感じており ，「不明瞭」「探索」には

「年齢」の低さ ，「既決」には「年齢」の高さが関与して

いた

　「白己評仙」と「運や縁故」の有無に対し ，肯定的な

考えを抱く者が「既決」へと至るのに対し ，否定的な考

えの者は「イく明瞭」「不安」といった決定困難との関連

を示した ．これらの結果から ，決断を迫られた際に ，個

人がもともと保有する性格的な要因や資源が重要な役制

を果たす一川ことが示唆された

　次に「不明瞭」にみられる「熟慮」軽視の傾向は
，

「不明瞭」の者が，過去の行動に胴執し最も千近な選択

肢に飛びつく「白己欺脇」の傾向のために，問題点の明

確化や情報の収集などの「熟慮」的行為を行わず，結果

的に情報不足となり ，「働く姿が想像つかない」「適性が

わからない」という状態に結びついたと推測された ．白

」適性把握や職業情報収集への行動抑制は ，個人に備わ

る職業選択への忌避傾向によってももたらされるため’ ：「

「イく 明瞭」の者への対応には ，職業への関心を引き出す

丁夫が必要であると考えられた

　「探索」「不安」に影響を及ぼしていた「短慮」型の反

応は ，最後まで決断を引き延ばし ，時間的に切迫した状

況に置かれると混乱に陥り ，慌てて誤った考えで決断し

てしまう性質や，情報を多く入手し過ぎて情報処瑚に限

界が小じることが想定される
’５■

職業選択では選択肢と

選択基準を特定するのが難しい場合が多いうえに 別「

キャ

リア ・エデュケーシ ョンや職業カウンセリングが非常に

充実している米国に比して，我が国では進路指導が十分

に行われず ，不白然で暖昧な進路決定が多くみられ

る１月 ・ｉ昌「

これらを考慮すると ，職業遺択に前１凸」きな「探

索」の者にはきめ細かな情報整理に焦点を絞り ，高い

「ストレス」とも関与がみられた「不安」の者には ，具

体的な職業内容の検討の前に ，「私はすぐに疲れ，泣き

たくなる」といっ た個人的ストレスの軽減や，白我の弱

さを考慮に入れた上で，最終的な決断を促すような援助

が必要であると考えられた

　「不明瞭」「探索」と「年齢」との関連からは，年齢が

高くなるに従って ，アルバイトや実習 ・訓練といった様々

な職業代理経験の頻度も高まると考えられ，年齢が低い

ことに基づく経験の不足が決定に影響を及ぼしていると

思われた ．Ｓｈａｎｌｅｙら
］７ｊ

が開業医に対して行 った郵送調

査においては ，臨床実習や職業訓練の経験は職業への肯

定的な影響を及ぼすという所見が得られている ．また年

齢の高さは卒業時期の近さとも関与するため ，将来を無

理にでも決定せざるをえない状況の影響も考慮する必要

があろう

【本研究の限界と今後の課題】

　本研究の対象校が３校のみの女ｒ学牛であり ，対象者

選択により偏りが牛じている可能性がある ．また特色の

異なる３校の学生を「女・戸学生」という同一カテゴリー

として扱った点や ，確認された影響要因が「女千」に特

有なものであるかは再検討の余地がある ．今後はこれら

の点に留意しつつ，対象者の幅を広げる ，選択課題を変

化させるなど，より広い視野から意志決定について捉え

ていく必要性があると考える
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Abstract Factors contributing to the decision making associated with career selection were ana-

lyzed arnong 685 f'emalc university students. Whi]e Japan is a rich nation with a wide variety of 

career choices, it has become increasingly clear in recent years that many students expcrience dif-

ficulty making decisions regarding a career, and cannot or do not select a career on their own. A 

survey was conducted using the undecided career scale and the decision behavior ques;tionnaire 

(DBQ). Valid responses were obtained from 554 subjects (80.9%). Based on factcu~s extracted by 

factor analysis of the undecided career scale, the state of career decision was divided into "settled", 

"unclear" "anxious" and "searching" Furthermore, correlation and multiple regression analyses 

were conducted, taking mto account "school year", "luck and connections" and the followmg' factors 

extracted from the DBQ: "decisional self esteem", "decisional stress", "social relationships", "vigi-

lance", "complacency", "avcndance" hypervlgilance", and "chorce". The results showed that, wath re-

gard to decision making, "settled" students tended to display high "decisional self estcem", 

emphaslze "socral relatronshrps", and felt that "Itick and connections" played a role. In addition, 

"unclear" students tended to demonstrate low "decrsronal self esteem", exhibit "complacency", and 

make light of "vigilance". Furthermore, "hypervrgilance" was shown to be a contributing factor 

among "searching" students while "anxlous" students tended to have low "decisional self esteem" 

and high "declslonal stress", exhibit "hypervlgilance" and believe that they do not have much 

"chcnce The "unclear" and "anxlous" students felt that they had no "luck and connectlons", and the 

Llof "unclear", "searching" and "anxrous" students was lower than that of "settled" stu,dents. 
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